
政
策
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
分
析
・
知
識
発
見
・
可
視

化
シ
ス
テ
ム
の
実
現

佐

々

木

史

織

一

は
じ
め
に

二

国
際
政
治
学
に
お
け
る
政
策
分
析
の
方
法
論

三

政
策
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
分
析
の
方
法
論
│
│
情
報
科
学
の
視
点
か
ら
│
│

四

国
際
関
係
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
・
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
実
現

五

実
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
た
適
用
実
験

六

ま
と
め

一

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
国
際
関
係
の
政
策
関
連
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
を
対
象
と
し
て
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
間
の
意
味
的
な
関
連
性
や
時
空
間
的
分

析
を
行
い
、
そ
の
結
果
発
見
さ
れ
た
知
識
を
二
次
元
グ
ラ
フ
や
時
間
軸
を
伴
っ
た
地
図
上
に
可
視
化
す
る
情
報
分
析
・
知
識
発
見
シ
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ス
テ
ム
の
基
本
設
計
と
実
現
方
式
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
は
、
日
々
刻
々
と
更
新
さ
れ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ

を
対
象
と
し
て
、
デ
ー
タ
間
の
意
味
的
・
時
空
間
的
関
連
性
を
動
的
に
計
量
・
分
析
・
可
視
化
し
、
そ
の
大
局
的
な
概
観
を
ユ
ー
ザ

（
分
析
者
）
に
提
示
す
る
点
に
あ
る
。
こ
こ
で
扱
う
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
と
は
、
外
交
・
安
全
保
障
・
経
済
・
金
融
・
環
境
・
技

術
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
民
族
・
宗
教
と
多
岐
に
渡
る
国
際
問
題
に
関
す
る
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
、
特
に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
で
あ
り
、
日
々

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
公
開
さ
れ
る
一
般
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
記
事
、
政
府
や
国
際
機
関
の
公
式
発
表
、
プ
レ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン

グ
、
政
策
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
、
政
府
高
官
の
談
話
、
議
会
議
事
録
、

N
G
O

の
活
動
記
録
な
ど
を
指
す
。

薬
師
寺
泰
蔵
は

T
・
ク
ー
ン
と

C
・
ポ
パ
ー
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
論
争
、
お
よ
び
、

G
・
ア
ー
モ
ン
ド
の

雲
と
か
ら
く
り
時
計
の
論

争

［
5
］
を
引
用
し
、
政
策
科
学
の
対
象
は

と
り
と
め
も
な
い
ぼ
ん
や
り
し
た
も
の

［
2
］
と
表
現
し
て
い
る
。
政
治
現
象
は

人
間
の
行
為
・
行
動
か
ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
そ
の
人
間
の
行
為
・
行
動
は
決
定
論
で
は
予
測
で
き
な
い
不
確
実
で
不
明
瞭
な
も
の

で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
人
間
の
行
為
・
行
動
は
、
具
体
的
・
物
理
的
な
強
制
力
だ
け
で
な
く
、
思
想
・
主
義
・
方
針
・
意
図
・
計

画
と
い
っ
た
抽
象
的
・
非
物
理
的
な
力
（
す
な
わ
ち
言
葉
の
力
）
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
政
策
分
析
の
対
象
は

雲
が
雲
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
世
界

［
2
］
で
あ
り
、
政
策

分
析
の
目
的
は

雲
の
よ
う
な
ぼ
ん
や
り
と
し
た
政
策
が

雲
の
よ
う
な
人
間
の
心
を
動
か
し
、
最
終
的
に
物
理
的
な
行
為
を
生

み
出
す

過
程
の
分
析
で
あ
る
［
2
］
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
と
前
提
に
則
る
と
、
政
策
科
学
、
特
に
国
際
関
係
や
国
際
政
治
に
関
す
る
政
策
分
析
を
行
う
た
め
に
は
、

動
き

と

言
葉

は
必
要
条
件
の
視
点
で
あ
る
と
い
え
る
。
動
き
と
は
、
変
化
、
変
動
、
変
遷
、
遷
移
、
動
態
の
こ
と
で
あ
り
、
分
析
対

象
は
モ
ノ
・
金
・
人
・
情
報
の
流
れ
な
ど
の
物
理
的
移
動
か
ら
、
人
間
の
認
知
や
認
識
・
社
会
的
価
値
・
社
会
構
造
・
制
度
な
ど
目

に
見
え
な
い
も
の
ま
で
広
範
囲
で
あ
る
。
一
方
、
言
葉
と
は
、
語
、
概
念
、
発
話
、
記
述
、
文
章
、
記
号
、
表
象
、
シ
ン
ボ
ル
、
イ

メ
ー
ジ
（
色
・
形
状
・
構
図
・
テ
キ
ス
チ
ャ
）、
非
言
語
言
語
（
動
作
・
ジ
ェ
ス
チ
ャ
・
視
線
・
音
声
）
な
ど
を
含
む
。
人
間
の
認
知
・
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社
会
的
価
値
・
社
会
構
造
・
制
度
な
ど
目
に
見
え
な
い
も
の
を
分
析
す
る
た
め
に
は
言
葉
の
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

目
に
見
え
な
い
も
の

に
つ
い
て

動
き

を
観
察
・
分
析
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
は
膨
大
な
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
が
存
在
し
、
そ
の
中
に
は
、
国
際
関
係

に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
、

W
W
W

上
で
日
々
刻
々
と
更
新
・
配
信
さ
れ
、
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
や
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
大
量
に
保
存
・
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ス
ト
冷
戦
の
相
互
依
存
の
深
化
に
よ
っ
て
も
た

ら
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
に
お
い
て
、
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
情
報
技
術
の
急
速
な
発
展
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
社
会
に
お
い
て
は
、
国
際
関
係
論
・
国
際
政
治
学
の
研
究
者
、
政
策
形
成
過
程
や
政
策
評
価
の
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
政
策

策
定
実
務
者
、
さ
ら
に
は
一
般
の
生
活
者
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
か
ら
の
迅
速
か
つ
適
切
な
情
報
獲
得
は

緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
利
用
可
能
な
情
報
や
デ
ー
タ
量
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
に
つ
れ
、
大
量
か
つ
多
種
多
様
な
デ
ー
タ
の
中
か
ら
有

益
な
情
報
を
的
確
に
収
集
・
獲
得
・
管
理
し
、
適
切
な
分
析
結
果
と
知
見
を
導
き
出
す
こ
と
は
益
々
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
言
葉
の
集
合
か
ら

雲

の
広
が
り
と
動
き
を
描
く
方
法
論
の
一
つ
と
し
て
、
政

策
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
機
能
を
有
す
る
知
識
発
見
・
可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
実
現
方
式
に
つ
い
て

述
べ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
の
目
的
は
、
膨
大
か
つ
多
様
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
の
中
か
ら
何
ら
か
の
パ
タ
ー
ン
や
知
識
を
抽
出
し
、

空
間
的
な
分
布
と
時
系
列
的
遷
移
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、
直
観
的
理
解
が
可
能
な
形
式
で
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
政
策
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
群
全
体
の
大
局
的
把
握
を
支
援
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

境
界
の
は
っ
き
り
し
な
い

ぼ
ん
や
り
と
し
た

刻
々

と
そ
の
姿
を
変
え
る

雲
に
つ
い
て
、
分
析
者
が
そ
の
起
点
の
推
測
と
結
果
の
予
測
が
で
き
る
よ
う
、

お
お
ま
か
な

流
れ
と
傾

向
と
概
観
を
描
く
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。
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二

国
際
政
治
学
に
お
け
る
政
策
分
析
の

方
法
論

（
一
）

定
量
的
手
法
の
位
置
づ
け

国
際
政
治
学
に
お
け
る
政
策
分
析
の
主
な
方
法
論
に

つ
い
て
、
概
観
を
図
1
に
示
す
。

図
1
の
縦
軸
は
、
定
量
的
手
法
で
あ
る
か
、
定
性
的

手
法
で
あ
る
か
の
軸
で
あ
る
。
定
量
的
分
析
と
は
、
主

に
数
値
デ
ー
タ
お
よ
び
数
値
化
さ
れ
た
変
数
を
用
い
た

分
析
を
指
す
。
一
方
、
定
性
的
分
析
と
は
、
歴
史
文
書
、

外
交
文
書
、
演
説
、
書
簡
と
い
っ
た
文
字
デ
ー
タ
や
記

述
・
テ
ク
ス
ト
を
用
い
た
解
釈
学
的
分
析
を
示
し
て
い

る
。
な
お
、

G
・
キ
ン
グ
、

R
・
コ
ヘ
イ
ン
、

S
・
ヴ

ァ
ー
バ
は
、
定
量
的
分
析
を

数
字
と
統
計
手
法
を
用

い
て
一
般
論
を
抽
出
、
ま
た
は
、
因
果
に
関
す
る
仮
説

を
検
証
す
る
手
法

と
位
置
づ
け
、
定
性
的
分
析
を

少
数
の
ケ
ー
ス
に
焦
点
を
当
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や

歴
史
的
な
洞
察
を
行
う
手
法

と
位
置
づ
け
て
い
る

［
6
］
。

Quantitative

Qualitative

nductiveDeductive

Theory of Local Commons

Theory of Collective Action

Regime Theory

Game Theory

Complex systems

AI

Historical Analysis

Area Studies

Systems Theory and Analysis

Statistical Analysis

Content Analysis

Constructivism

Discourse Analysis

図1　国際政治学における政策分析の方法論
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図
1
の
横
軸
は
、
帰
納
的
方
法
で
あ
る
か
、
演
繹
的
方
法
で
あ
る
か
を
示
す
軸
で
あ
る
。
定
量
的
な
帰
納
的
分
析
と
は
、
数
値
な

い
し
言
語
デ
ー
タ
を
統
計
手
法
に
よ
っ
て
整
理
・
分
析
し
、
並
べ
替
え
、
類
型
化
、
グ
ラ
フ
化
に
よ
っ
て
あ
る
規
則
性
・
パ
タ
ー
ン

を
抽
出
す
る
手
法
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
分
析
者
は
準
備
仮
説
を
立
て
、
そ
の
仮
説
を
裏
付
け
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
収
集
・
加
工
し
、

仮
説
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
分
析
結
果
と
結
論
を
導
き
だ
す
。
一
方
、
演
繹
的
分
析
と
は
、
分
析
者
が
あ
ら
か
じ
め
既
存
の
研
究
や

理
論
、
直
観
よ
り
得
ら
れ
た
モ
デ
ル
に
基
づ
き
、
論
理
的
に
導
か
れ
た
仮
説
の
証
明
を
モ
デ
ル
の
変
数
操
作
や
模
擬
実
験
（
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
）
等
に
よ
り
行
う
手
法
で
あ
る
。
な
お
、
薬
師
寺
泰
蔵
は
一
九
七
九
年
に
、
政
策
分
析
に
お
け
る
統
計
手
法
を
使
用
し

た
モ
デ
ル
を

相
関
モ
デ
ル

傍
観
者
モ
デ
ル

実
証
モ
デ
ル

と
分
類
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
た
モ
デ
ル
を

因
果

モ
デ
ル

実
行
者
モ
デ
ル

機
械
論
モ
デ
ル

と
分
類
し
て
い
る
［
7
］
。

（
二
）

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
分
析
と
定
量
的
分
析
手
法

国
際
政
治
学
に
お
い
て
帰
納
的
定
量
分
析
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
統
計
的
手
法
は
、
一
九
五
〇
～
一
九
六
〇
年
代
に
か
け
て
盛

ん
に
行
わ
れ
た
。
代
表
的
研
究
と
し
て

P
・
ス
モ
ー
カ
ー
の
軍
事
的
相
互
依
存
に
関
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
［
8
］
、

B
・
ラ
セ
ッ

ト
の
国
際
シ
ス
テ
ム
内
の
地
域
特
性
に
つ
い
て
の
因
子
分
析
［
9
］
、

D
・
シ
ン
ガ
ー
ら
の
戦
争
と
パ
ワ
ー
分
布
に
関
す
る
回
帰
分

析
［
10
］
、
山
本
吉
宣
に
よ
る
戦
争
の
確
率
統
計
モ
デ
ル
分
析
［
11
］
、
薬
師
寺
泰
蔵
の
逐
次
的
回
帰
分
析
に
よ
る
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ

ン
・
モ
デ
ル
の
再
検
討
［
12
］
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
統
計
的
手
法
の
う
ち
、
新
聞
記
事
・
演
説
・
交
換
文
書
な
ど
の
文
字
・
音
声
デ
ー
タ
（
以
下
、

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

と
い
う
）

を
定
量
的
に
捉
え
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
対
外
イ
メ
ー
ジ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
シ
ン
ボ
ル
・
世
論
な
ど
を
単
語
の
出
現
頻
度

や
言
葉
・
概
念
の
間
の
関
係
・
構
造
に
つ
い
て
定
量
的
に
分
析
・
理
解
す
る
手
法
と
し
て

内
容
分
析
（C

o
nte

nt
A
n
aly

sis

）

認
知
構
造
図
（Co

g
nitiv

e
M
a
p

）

が
挙
げ
ら
れ
る
。
内
容
分
析
お
よ
び
認
知
構
造
図
は
共
に
、
六
〇
年
代
～
七
〇
年
代
に
か
け
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て
国
際
関
係
論
・
国
際
政
治
学
の
分
野
に
導
入
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
文
書
の
事
後
的
分
析
を
通
じ
て
政
策
決
定
者
の
認
知
、
態
度
、

あ
る
い
は
対
外
イ
メ
ー
ジ
な
ど
の
分
析
に
応
用
さ
れ
て
き
た
。
特
に
、
世
論
や
政
党
の
分
析
に
は
、
新
聞
や
機
関
紙
が
対
象
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
、
意
見
調
査
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
各
国
首
脳
の
認
知
分
析
に
は
、
演
説
や
声
明
、
交
換
文
書
、
書
簡
な

ど
が
対
象
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

内
容
分
析
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
中
の
単
語
ま
た
は
コ
ー
ド
化
さ
れ
た
文
の
出
現
頻
度
を
計
測
し
、
各
単
語
・
コ
ー
ド
と
各
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
と
の
相
関
度
を
計
算
し
、
多
変
量
解
析
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
分
析
に
よ
っ
て
大

規
模
に
実
用
化
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
戦
後
は

H
・
ラ
ズ
ウ
ェ
ル
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
分
析
［
13
］
や
、

O
・

R
・
ホ
ル
ス
テ
ィ
ら
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
析
［
15
］
［
16
］
に
よ
っ
て
国
際
政
治
学
に
応
用
さ
れ
て
き
た
。
日
本
で
は
、
猪
口
孝
に
よ
る
政
策
決

定
者
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
分
析
［
17
］
、
武
者
小
路
公
秀
に
よ
る
歴
代
総
理
の
帝
国
議
会
演
説
の
価
値
内
容
分
析
［
18
］
、
高
木

誠
一
郎
に
よ
る
人
民
日
報
の
頻
度
分
析
［
19
］
な
ど
の
研
究
が
あ
る
。

一
方
、
認
知
構
造
図
は
、
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
論
理
構
造
を
概
念
（co

n
ce

pt

）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
み
な
し
、
各
コ
ン
セ
プ

ト
間
の
因
果
関
係
を＋

,
－
,0

で
表
し
論
理
演
算
を
行
う
こ
と
で
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
著
者
ま
た
は
発
言
者
（
政
策
決
定
者
）
の
認
知

に
お
け
る
論
理
回
路
を
分
析
す
る
手
法
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に

E
・
ト
ー
ル
マ
ン
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
認
知
科
学
の
一
手
法

で
あ
り
、
人
工
知
能
や
計
算
機
に
よ
る
言
語
処
理
技
術
の
発
達
に
伴
い
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
国
際
政
治
学
の
対
外
政
策
決
定
分
析

に
応
用
さ
れ
た
［
20
］
。
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、

R
・
ア
ク
セ
ル
ロ
ッ
ド
の
政
策
決
定
者
認
知
分
析
［
21
］
、
山
本
吉
宣
の
外
交
政

策
実
務
者
認
知
分
析
［
22
］
、

C
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
ら
の
冷
戦
下
の
外
交
交
渉
分
析
［
23
］
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
定
量
的
分
析
手
法
は
、
近
年
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
情
報
処
理
技
術
や
自
然
言
語
処

理
技
術
に
よ
り
、
大
量
の
非
数
値
デ
ー
タ
の
量
的
な
分
析
と
把
握
を
可
能
と
す
る
も
の
と
な
り
、
再
評
価
の
対
象
と
な
り
う
る
も
の

で
あ
る
。
従
来
の
内
容
分
析
お
よ
び
認
知
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
手
動
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
に
よ
る
分
析
が
主
流
で
あ
っ
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た
た
め
、
デ
ー
タ
処
理
の
過
程
に
お
け
る
恣
意
性
（
デ
ー
タ
収
集
、
コ
ン
セ
プ
ト
の
抽
出
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
）
の
問
題
や
、
大
量
の
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
の
収
集
や
コ
ー
ド
化
が
煩
雑
で
あ
る
こ
と
、
コ
ー
ド
化
に
は
特
定
問
題
領
域
に
関
す
る
極
め
て
専
門
的
な
知
識
が

必
要
と
な
る
こ
と
、
信
頼
性
を
確
保
す
る
た
め
に
複
数
の
人
間
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
る
こ
と
等
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（

W
W
W）
環
境
と
電
子
情
報
処
理
技
術
の
急
速
な
発
展
に

よ
り
、
近
年
で
は
、
こ
れ
ら
の
大
量
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
た
自
動
的
な
定
量
的
分
析
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
薬
師
寺
泰
蔵
は
、
定
性
的
・
定
量
的
、
帰
納
的
・
演
繹
的
と
い
っ
た
従
来
型
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
分
類
と
は
異
な
る

国
際
政
治
学
に
お
け
る
新
し
い
方
法
論
と
し
て
、

論
理
ス
ト
ー
リ
ー
主
義

を
提
唱
し
て
い
る
［
3
］
。
こ
の
方
法
論
は
、
自
然
科

学
分
野
か
ら
社
会
科
学
分
野
へ
応
用
さ
れ
た
従
来
の

論
理
実
証
主
義

に
対
し
て
、

C
・

A
・
バ
ー
ス
が
演
繹
法
、
帰
納
法
に
次

ぐ
第
三
の
方
法
と
し
て
提
唱
し
た
ア
ブ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
仮
説
的
推
論
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
薬
師
寺
の
主
張
に
よ
る
と
、
国
際
政
治

学
ま
た
は
政
治
学
は
、

不
可
到
達

か
つ

不
可
観
測

な
世
界
を
対
象
と
す
る
た
め
に
、
厳
密
な
実
験
・
観
測
が
不
可
能
で
あ

り
、
仮
に
、
政
治
や
社
会
を
シ
ス
テ
ム
と
し
て
捉
え
て
実
証
分
析
を
行
う
場
合
で
も
、
シ
ス
テ
ム
各
部
分
間
の
強
い
相
互
依
存
関
係
、

分
割
可
能
性
、
可
制
御
性
に
つ
い
て
十
分
に
注
意
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
［
2
］
［
4
］
。
ゆ
え
に
、
国
際
政
治
や
公
共
政
策
の

分
析
に
は
、
統
計
量
や

信
用
に
値
す
る
ス
ト
ー
リ
ー

に
よ
っ
て
仮
説
を
検
定
す
る
論
理
ス
ト
ー
リ
ー
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効

で
あ
る
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
［
3
］
。

以
下
の
章
で
は
、
こ
の
論
理
ス
ト
ー
リ
ー
主
義
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
の
実
践
と
し
て
、
情
報
科
学
の
観
点
か
ら
み
た
政
策
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
分
析
手
法
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。
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三

政
策
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
分
析
の
方
法
論
│
│
情
報
科
学
の
視
点
か
ら
│
│

情
報
科
学
（Infor

m
atio

n
S
cie

n
ce

）
と
は
、
文
章
や
数
値
な
ど
多
様
な
形
態
で
存
在
す
る
多
種
多
様
な
情
報
源
か
ら

情
報

知
識

を
選
択
し
、
こ
れ
ら
を
効
率
よ
く
利
用
す
る
た
め
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
利
用
し
て
処
理
を
行
い
、
人
間
の
情
報
処
理
能
力

を
強
化
・
支
援
す
る
試
み
に
関
す
る
学
際
的
な
科
学
で
あ
る
［
27
］
。
情
報
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
憶
・
計
算
可
能
な
内
部
表
現

（
記
号
列
）
に
変
換
・
形
式
化
・
蓄
積
さ
れ
た
も
の
を
デ
ー
タ
と
呼
ぶ
。
デ
ー
タ
か
ら
ど
の
よ
う
な
情
報
を
抽
出
す
る
か
、
ま
た
、

情
報
か
ら
ど
の
よ
う
な
知
識
を
抽
出
す
る
か
は
、
利
用
者
の
意
図
・
判
断
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
象
や
現

象
を
客
観
的
に
記
述
し
た
静
的
な
も
の
で
あ
る

デ
ー
タ

か
ら
、
ユ
ー
ザ
の
意
図
に
よ
っ
て
動
的
に
意
味
が
変
化
す
る

情
報

を
抽
出
し
、
さ
ら
に
人
間
の
知
識
構
造
を
変
化
さ
せ
る
よ
う
な

知
識

を
発
見
す
る
こ
と
が
情
報
科
学
の
目
的
で
あ
る
と
い
え
る
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
よ
り
、
社
会
学
的
観
点
か
ら
情
報
の
生
産
・
配
布
・
収
集
・
利
用
の
過
程
を
調
査
・
統

計
分
析
に
よ
り
解
明
す
る
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
、
プ
ロ
ト
コ
ル
解
析
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
行
動
科
学

の
手
法
が
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
［
27
］
。
一
九
八
〇
年
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
基
に
数
理
的
な
モ

デ
ル
を
設
定
し
、
目
的
と
す
る
知
識
形
態
に
従
っ
た
有
用
な
知
識
を
抽
出
す
る
技
術
が
、
人
工
知
能
（

A
I）
や
認
知
科
学
の
分
野

で
発
展
す
る
。
こ
れ
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は

知
識
工
学
ア
プ
ロ
ー
チ

知
識
発
見
（K

n
o
w
le
d
g
e
D
isco

v
er
y

）

知
識
ベ
ー
ス

（K
n
o
w
le
d
g
e
B
ase

）

と
呼
ば
れ
、

A
I

、
デ
ー
タ
工
学
、
計
算
理
論
、
統
計
学
、
心
理
学
、
医
学
、
経
営
学
、
社
会
分
析
な
ど

分
野
横
断
的
・
学
際
的
な
研
究
分
野
と
な
っ
て
い
る
［
28
］
。

一
方
、
デ
ー
タ
か
ら
の
情
報
抽
出
、
特
に
、
人
間
に
よ
る
解
釈
・
抽
象
化
を
介
さ
ず
に
可
能
な
限
り
元
の
形
で
デ
ー
タ
を
扱
い
、

そ
こ
か
ら
自
動
的
に
情
報
を
抽
出
し
よ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、

情
報
検
索
的
ア
プ
ロ
ー
チ

ま
た
は

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

と
呼
ば
れ
る
［
27
］
［
28
］
［
29
］
［
32
］
。
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
、
抽
出
・
検
索
さ
れ
た
情
報
の
解
釈
は
ユ
ー
ザ
に
委
ね
ら
れ
る
た
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め
、
ユ
ー
ザ
に
必
要
な
情
報
を
効
率
よ
く
検
索
・
提
示
で
き
る
方
式
、
大
規
模
な
デ
ー
タ
群
か
ら

思
い
が
け
な
い
パ
タ
ー
ン

［
28
］
を
発
見
す
る
た
め
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
、
ユ
ー
ザ
の
役
に
立
つ
検
索
シ
ス
テ
ム
の
設
計
・
構
築
に
主
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
情
報
科
学
、
と
り
わ
け
デ
ー
タ
工
学
（D

ata
E
n
gin

eerin
g

）
の
分
野
に
お
い
て
、
情
報
検
索
と
は
、
広
義
に
は

ユ
ー
ザ
の

持
つ
問
題
を
解
決
で
き
る
情
報
を
み
つ
け
だ
す
こ
と

、
狭
義
に
は

ユ
ー
ザ
の
検
索
質
問
（qu

er
y

）
に
適
合
す
る
文
書
（doc

u‑

m
e
nt

）
を
文
書
集
合
（doc

u
m
e
nt

collectio
n

）
の
中
か
ら
み
つ
け
だ
す
こ
と

と
定
義
さ
れ
る
［
27
］
。
文
書
は
テ
キ
ス
ト
だ
け

で
な
く
、
音
声
・
画
像
・
動
画
な
ど
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
を
含
む
こ
と
も
あ
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
決
し
て
相
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
文
社
会
科
学
の
よ
う
な
暗
黙
知
的
な
専
門
知
識
に

よ
る
分
析
が
重
要
な
研
究
分
野
に
お
い
て
は
特
に
、
実
利
用
に
よ
っ
て
有
用
な
情
報
・
知
識
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
両
者
を
不
可

分
な
関
係
で
同
時
に
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
知
識
工
学
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
は
、
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
推
論
に
直
接

利
用
で
き
る
程
度
ま
で
形
式
化
す
る
必
要
が
あ
り
、
人
間
に
よ
っ
て
情
報
を
体
系
化
し
、
知
識
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
に
は
コ
ス
ト
が

高
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
一
方
で
、
情
報
検
索
ア
プ
ロ
ー
チ
に
お
い
て
も
、
適
切
な
仮
説
を
事
前
に
持
た
ず
に
適
当
に
パ
タ
ー
ン

を
探
索
す
る
の
み
で
は
、
人
間
の
状
況
判
断
や
意
思
決
定
に
有
用
な
知
識
を
発
見
・
獲
得
す
る
に
は
至
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
国
際
政
治
分
野
で
政
策
分
析
に
利
用
さ
れ
る
認
知
構
造
図
手
法
に
お
い
て
、
自
然
言
語
処
理
に
よ
り
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
を
自
動
抽
出
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
正
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
間
の

意
味
的
な

関
連
性
を
記
述
す
る
図
を
作
成

す
る
た
め
に
は
、
必
ず
人
間
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
内
の
単
語
の
出
現
頻
度
を
計
測
し
、
統
計

処
理
に
よ
っ
て
パ
タ
ー
ン
を
抽
出
す
る
内
容
分
析
に
お
い
て
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
扱
う
た
め
に
、
機
械
的
な
パ
タ
ー
ン

マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
計
測
が
行
わ
れ
る
が
、
各
単
語
の
文
脈
に
応
じ
た
多
義
性
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
単
語
が
い
か
な
る
文
脈
に
お
い

て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
は
反
映
さ
れ
な
い
。
（
た
と
え
ば
、e

n
g
a
g
e
m
e
nt

と
い
う
単
語
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
内
で
経
済
的
な

債

務
・
約
束

と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
軍
事
的
な

関
与

を
意
味
し
て
い
る
の
か
、d

e
v
elo

p
m
e
nt

と
い
う
単
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語
が
経
済
的
な

発
展
・
開
発

を
指
し
て
い
る
の
か
、
軍
事
兵
器
の

開
発

を
表
し
て
い
る
の
か
は
計
測
結
果
に
表
れ
な
い
。）

本
研
究
で
は
、
国
際
関
係
論
の
専
門
知
識
を
情
報
技
術
に
よ
る
意
味
の
多
次
元
ベ
ク
ト
ル
空
間
に
反
映
さ
せ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
間

の
意
味
的
な
関
連
性
に
つ
い
て
計
量
・
分
析
す
る
手
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
ま
た
、
知
識
ベ
ー
ス
の
研
究
成
果
を
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン

グ
手
法
や
情
報
可
視
化
技
術
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
情
報
検
索
ア
プ
ロ
ー
チ
と
知
識
工
学
ア
プ
ロ
ー
チ
の
ブ
リ
ッ

ジ
と
な
る
よ
う
な
高
度
な
情
報
分
析
・
知
識
発
見
シ
ス
テ
ム
の
実
現
方
式
に
つ
い
て
も
述
べ
る
。
こ
の
方
式
を
国
際
関
係
の
政
策
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
分
析
に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
量
の
政
策
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
に
つ
い
て
、
コ
ー
ド
化
を
経
ず
に
可
能
な
限
り
原
デ

ー
タ
に
近
い
形
で
意
味
的
な
比
較
分
析
が
可
能
に
な
る
［
40
］
［
41
］
［
42
］
［
43
］
。
次
章
で
は
、
こ
の
高
度
情
報
分
析
・
知
識
発
見

シ
ス
テ
ム
の
基
本
構
成
に
つ
い
て
概
要
を
紹
介
す
る
。

四

国
際
関
係
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
・

可
視
化
シ
ス
テ
ム
の
実
現

本
章
で
は
、
国
際
関
係
の
政
策
関
連
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
（
お
よ
び
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
）
を
対
象
と
し
た

意
味
的
・

時
空
間
的
分
析
・
可
視
化
機
構
を
有
す
る
4

D
世
界
地
図
シ
ス
テ
ム

の
基
本
設
計
、
諸
機
能
の
実
現
方
式
、
お
よ
び
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
実
験
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ー
タ
間
の
意
味
的
・
時
空
間
的
関
連
性
を
動
的
に
計
量
・

分
析
し
、
そ
の
分
析
結
果
を

4

D
世
界
地
図

と
呼
ば
れ
る
時
間
軸
を
伴
っ
た
三
次
元
地
図
上
に
可
視
化
す
る
情
報
分
析
・
知
識

発
見
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
［
44
］
［
45
］
。
こ
こ
で
扱
う
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
と
は
、
外
交
・
安
全
保
障
・
経
済
・
金
融
・
環
境
・
技

術
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
民
族
・
宗
教
と
多
岐
に
渡
る
国
際
問
題
に
関
す
る
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
、
特
に
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
で
あ
り
、
日
々

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
に
公
開
さ
れ
る
一
般
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
記
事
、
政
府
や
国
際
機
関
の
公
式
発
表
、
プ
レ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
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グ
、
政
策
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
、
政
府
高
官
の
談
話
、
議
会
議
事
録
、

N
G
O

の
活
動
記
録
な
ど
を
指
す
。

本
シ
ス
テ
ム
の
特
色
は
、
国
際
関
係
論
の
専
門
知
識
と
情
報
工
学
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
、
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
、
情
報

可
視
化
技
術
を
統
合
す
る
事
に
よ
り
、
多
面
的
な
内
容
を
含
む
国
際
問
題
に
関
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
群
を
対
象
と
し
て
、

利
用
者
の
興
味
・
関
心
・
視
点
・
問
題
領
域
と
時
空
間
情
報
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
た
動
的
な
分
析
と
可
視
化
を
行
う
点
に
あ
る
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
利
用
者
・
分
析
者
の
設
定
し
た
問
題
領
域
毎
の
多
種
多
様
な
ス
ト
ー
リ
ー
（
解
釈
）
の
生
成
を
可
能
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

シ
ス
テ
ム
構
成
図
を
図
2
に
示
す
。

本
シ
ス
テ
ム
は
、
図
2
に
示
す
よ
う
に
、
主
に
二
種
類
の
機
能
群
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
第
一
に
、
時
間
情
報
・
地
理
情
報
を
伴

っ
た
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
群
を
、
対
象
メ
デ
ィ
ア
別
の
多
次
元
ベ
ク
ト
ル
意
味
空
間
に
写
像
す
る
機
能
群
で
あ
り
、
第
二
に
、
意
味
空

間
に
お
い
て
計
量
さ
れ
た
デ
ー
タ
間
の
関
連
性
お
よ
び
時
空
間
的
分
析
結
果
を
、
4

D
世
界
地
図
上
に
写
像
す
る
た
め
の
機
能
群
で

あ
る
。

⑴
デ
ー
タ
収
集
機
能
‥
利
用
者
が
入
力
し
た
検
索
条
件
に
応
じ
て
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
複
数
情
報
源
か
ら
該
当
す
る
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
を
ク
ロ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
収
集
す
る
機
能
で
あ
る
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、
利
用
者
は
自
動
的
に
問
題
領
域
別
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
情
報
源
別
・
期
間
別
に
関
連
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
の
収
集
が
可
能
に
な
る
。
⑵
メ
タ
デ
ー
タ
抽
出
機
能

‥
収
集
し
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
群
か
ら
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
別
に
意
味
的
メ
タ
デ
ー
タ
お
よ
び
特
徴
量
を
抽
出
す
る
機
能
で
あ
る
。
こ

の
機
能
に
よ
り
、
検
索
空
間
に
写
像
す
る
た
め
の
専
門
的
か
つ
メ
デ
ィ
ア
に
特
化
し
た
メ
タ
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
獲
得
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
⑶
ク
エ
リ
生
成
機
能
‥
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
群
か
ら
抽
出
さ
れ
た
意
味
的
メ
タ
デ
ー
タ
お
よ
び
特
徴
量
を
対
象
と
し
て
、

複
数
の
集
合
演
算
子
を
適
用
し
、
ユ
ー
ザ
の
意
図
に
応
じ
た
意
味
的
ク
エ
リ
お
よ
び
メ
デ
ィ
ア
・
ク
エ
リ
を
自
動
生
成
す
る
機
能
を

設
計
、
実
現
す
る
。
⑷
意
味
的
関
連
性
計
量
機
能
‥
メ
タ
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
の
情
報
を
ベ
ク
ト
ル
化
し
、
専
門
分
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図２ 意味的・時空間的分析・可視化機構を有する４D世界地図システムの構成図
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野
別
・
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
別
の
検
索
空
間
に
写
像
す
る
機
能
で
あ
る
。
こ
の
機
能
に
よ
り
、
空
間
に
写
像
さ
れ
た
情
報
と
利
用
者
が

入
力
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
自
動
生
成
さ
れ
た
メ
デ
ィ
ア
・
ク
エ
リ
と
の
意
味
的
な
近
さ
が
相
関
量
と
し
て
計
量
さ
れ
る
。
⑸
時
空

間
メ
タ
デ
ー
タ
抽
出
機
能
‥
分
析
対
象
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
お
よ
び
ク
エ
リ
生
成
用
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
群
か
ら
時
間
的
・
空
間
的
情
報

を
メ
タ
デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
す
る
機
能
で
あ
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
の
デ
バ
イ
ス
よ
り
ユ
ー
ザ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
ユ
ー
ザ
の
位

置
・
時
刻
を
抽
出
す
る
。
⑹
環
境
情
報
抽
出
機
能
‥
分
析
対
象
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
お
よ
び
ク
エ
リ
生
成
用
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
群
か
ら

環
境
情
報
を
メ
タ
デ
ー
タ
と
し
て
抽
出
す
る
機
能
で
あ
る
。
ま
た
、
ユ
ー
ザ
の
デ
バ
イ
ス
よ
り
ユ
ー
ザ
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
し
て
ユ
ー

ザ
の
デ
バ
イ
ス
情
報
を
抽
出
す
る
。
⑺
情
報
分
析
・
可
視
化
機
能
‥
⑴
～
⑸
の
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
と
⑹
の
時
間
的
・
空
間
的
情
報

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
の
連
結
・
統
合
を
行
う
総
合
評
価
機
能
で
あ
る
。
分
析
結
果
を
時
系
列
お
よ
び
イ
シ
ュ
ー
別
・
地
域
別
に
表
示
可

能
と
す
る
。

⑷
の
意
味
的
関
連
性
計
量
に
は
、
清
木
康
、
北
川
高
嗣
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た

意
味
の
数
学
モ
デ
ル

［
31
］
［
32
］
［
34
］
と

意
味
的
連
想
検
索
方
式

［
33
］
［
35
］
［
36
］
［
37
］
を
適
用
す
る
。
こ
の
本
式
は
、
分
析
者
の
視
点
や
分
析
時
の
文
脈
に
応
じ
て

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
言
葉
お
よ
び
デ
ー
タ
の
意
味
解
釈
を
実
現
す
る
方
式
で
あ
り
、
そ
の
意
味
解
釈
を
多
次
元
直
交
ベ
ク
ト
ル
空
間
に

お
け
る
相
関
量
計
算
に
よ
っ
て
行
う
。

部
分
空
間
（
コ
ン
テ
ク
ス
ト
）
選
択

と
い
う
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
対
象
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
群
の
意
味
的
相
関
関
係
の
動
的
計
量
を
可
能
と
す
る
点
が
特
徴
で
あ
り
、
言
葉
の
意
味
は
文
脈
=
コ
ン
テ
ク
ス
ト
=
部
分
空
間

に
よ
っ
て
決
ま
る
と
い
う
認
識
論
か
ら
設
計
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
⑷
の
意
味
的
計
量
を
行
う
多
次
元
ベ
ク
ト
ル
空
間
の

生
成
に
は
、
国
際
関
係
分
野
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
索
に
応
用
す
る
た
め
の
意
味
的
連
想
検
索
空
間
生
成
方
式
［
40
］
［
41
］
［
43
］
を

適
用
す
る
。
こ
の
空
間
は
、
専
門
分
野
の
検
索
空
間
と
一
般
知
識
の
検
索
空
間
と
を
統
合
す
る
方
式
［
42
］
を
適
用
し
て
い
る
。
こ

の
統
合
的
意
味
的
連
想
検
索
空
間
は
、
専
門
用
語
間
お
よ
び
専
門
用
語
と
一
般
的
な
言
葉
と
の
関
連
性
を
記
述
し
た
空
間
で
あ
り
、

こ
れ
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
専
門
家
が
専
門
用
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
ニ
ュ
ー
ス
記
事
や
演
説
な
ど
の
一
般
語
に
よ
る
ド
キ
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ュ
メ
ン
ト
を
検
索
可
能
で
あ
る
と
同
時
に
、
専
門
的
知
識
を
持
た
な
い

利
用
者
も
一
般
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
専
門
用
語
を
含
む
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
を
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
な
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
⑵
⑶
で
は
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
対
象
と
し
た
検
索
用
ク
エ

リ
の
動
的
生
成
方
式
［
61
］
を
適
用
す
る
。
こ
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
・

ク
エ
リ
生
成
方
式
は
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
（
文
書
・
画
像
・
音
声
・
動

画
）
群
の
集
合
か
ら
特
徴
量
を
抽
出
し
、
そ
の
特
徴
を
用
い
て
、
利
用

者
の
意
図
を
反
映
し
た
検
索
用
ク
エ
リ
を
動
的
に
生
成
す
る
方
式
で
あ

る
。ま

た
、
⑺
で
は
既
存
の
マ
ル
チ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
技
術
［
47
］
［
48
］

［
49
］
［
50
］
［
51
］
［
52
］
、
お
よ
び
、
国
際
関
係
意
味
検
索
空
間
と
情

報
分
析
・
知
識
発
見
シ
ス
テ
ム
を
連
結
し
、
国
際
問
題
に
関
す
る
ド
キ

ュ
メ
ン
ト
群
を
対
象
と
し
た
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
機
構
を
有
す
る

情
報
分
析
・
知
識
発
見
シ
ス
テ
ム
の
実
現
方
式
［
43
］
［
44
］
を
適
用

し
て
い
る
。
本
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
機
構
を
有
す
る
情
報
分
析
・

知
識
発
見
シ
ス
テ
ム
は
、
利
用
者
の
設
定
し
た
視
点
・
問
題
領
域
に
意

味
的
に
関
連
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
、
地
理
的
に
ど
の
よ
う
に
分
布
し
、

そ
の
分
布
が
時
系
列
的
に
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
か
を
可
視
化
す

る
も
の
で
あ
る
。

(Using the lexicon and
general dictionary) Lexicon

General Dictionary

Step 1

Step 2

(Using tacit knowledge of specialist)

Related feature words Defining feature words
fr-1fr-2 … fr-m fd-1fd-2 … fd-n

Basic wT-1 Step 3-2:  
technical terms wT-2 Definition of 

basic matrix technical terms
T-M T-M by general words

wT-k

Basic wG-1
general words wG-2

general words matrix
G-Mr G-Md

wG-

definition

Step 3-1: Relation between general words and technical terms

…
…

図３ 国際関係ドキュメントを対象とした意味的連想空間生成のためのデータ行列

relation
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以
下
の
節
で
は
、
⑷
の
意
味
空
間
、
お
よ
び
、
⑺
の
時
空
間
的
分
析
・
可
視
化
機
能
に
つ
い
て
概
要
を
述
べ
る
。

（
一
）

国
際
関
係
分
野
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
意
味
の
ベ
ク
ト
ル
空
間

本
節
で
は
、
国
際
関
係
分
野
（Inter

n
atio

n
al

R
elatio

n
s:

以
下

I
R）
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
検
索
・
分
析
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
意
味
的
連
想
検
索
方
式
［
33
］
［
34
］
［
35
］
［
36
］
［
37
］
を
適
用
し
た
多
次
元
ベ
ク
ト
ル
空
間
の
生
成
方
式

［
40
］
［
42
］
［
43
］
の
概
要
を
示
す
。

本
方
式
の
特
徴
は
、
専
門
用
語
に
関
す
る
情
報
源
（
用
語
集
）
を
対
象
と
し
て
生
成
す
る
意
味
的
計
量
空
間
と
、
一
般
語
に
関
す

る
情
報
源
（
一
般
辞
書
）
を
対
象
と
し
て
生
成
す
る
意
味
的
計
量
空
間
を
統
合
し
、
専
門
用
語
と
一
般
語
の
両
者
の
意
味
的
関
係
の

計
量
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
意
味
的
連
想
検
索
空
間
を
実
現
す
る
点
に
あ
る
。

本
方
式
は
、

I
R

分
野
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
群
を
対
象
と
し
た
、
専
門
用
語
を
含
有
す
る
意
味
的
検
索
空
間
を
生
成

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
ず
、
専
門
用
語
集
を
用
い
て
基
本
デ
ー
タ
行
列
を
生
成
す
る
。
次
に
こ
れ
を
、
一
般
辞
書
を
用

い
て
構
築
さ
れ
た
既
存
の
ベ
ク
ト
ル
空
間
の
マ
ト
リ
ク
ス
に
合
成
す
る
。
生
成
お
よ
び
合
成
に
際
し
て
、
意
味
空
間
に
お
け
る

関

連
性
（refere

n
ce

）

と

定
義
（definitio

n

）

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
本
と
し
、
専
門
用
語
を
一
般
語
で
定
義
づ
け
る
プ
ロ

セ
ス
と
、
一
般
語
を
専
門
語
と
の
関
連
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
る
プ
ロ
セ
ス
を
行
う
。

特
徴
語
（featu

re

）

と
は
、
意
味
的
検
索
空
間
生
成
の
た
め
の
行
列
に
お
い
て
横
軸
に
あ
た
る
単
語
お
よ
び
用
語
を
指
し
、

基
本
語

お
よ
び

基
本
用
語

は
行
列
に
お
い
て
縦
軸
に
あ
た
る
基
本
デ
ー
タ
を
示
す
。

I
R

分
野
の
基
本
用
語
はw

T

と
表

し
、
一
般
の
基
本
語
をw

G

と
表
す
こ
と
と
す
る
。
ま
た
特
徴
語
の
う
ち
、
基
本
語
と
の

関
連
性

を
表
す
特
徴
語
は

関
連
特

徴
語
（f

r

）

と
し
て
定
義
し
、
基
本
語
の
定
義
を
表
す
特
徴
語
を

定
義
特
徴
語
（f

d

）

と
定
義
す
る
。

図
3
は
、
空
間
生
成
の
た
め
の
デ
ー
タ
構
造
（
行
列
の
構
成
）
を
示
し
て
い
る
。

は

個
の

I
R

基
本
用
語
（w

T‐1,
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w
T‐2,…

,
w

T‐

）
に
つ
い
て

個
の

I
R

分
野
の
関
連
特
徴
語
（f

r‐1,
f
r‐2,…

,
f
r‐

）
で
特
徴
づ
け
た
、

I
R

用
語
間
の
関
連
性
を
示

し
た
メ
タ
デ
ー
タ
行
列
で
あ
り
、

は

個
の
一
般
基
本
語
（w

G‐1,
w

G‐2,…
,

w
G‐

）
に
つ
い
て
一
般
の
定
義
特
徴
語
（f

d‐1,

f
d‐2,…

,
f
d‐

）
で
定
義
を
示
し
た
メ
タ
デ
ー
タ
行
列
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

I
R

基
本
用
語
に
つ
い
て
定
義
特
徴
語
で
特
徴
づ
け
を
行

う
部
分

、
お
よ
び
、
一
般
語
に
つ
い
て

I
R

関
連
特
徴
語
で
関
連
づ
け
を
行
う
部
分

を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
統
合

メ
タ
デ
ー
タ
行
列

が
生
成
さ
れ
る
。

（

a
‐
1
）
国
際
関
係
分
野
の
基
本
デ
ー
タ
行
列
の
生
成

行
列

を
生
成
す
る
。
第
一
に
、

I
R

分
野
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
特
徴
語
群
を
準
備
す
る
。
専
門
用
語
集
を
用
い

て
、
各
項
目
の
説
明
文
の
中
か
ら
関
連
す
る
他
の
項
目
を
抽
出
し
、
こ
の
集
合
を
関
連
特
徴
語
群
と
す
る
。
第
二
に
、
同
用
語
集
を

用
い
て
各
項
目
を
抽
出
し
、
こ
の
集
合
を
基
本
用
語
群
と
す
る
。
第
三
に
、
関
連
特
徴
語
群
を
用
い
て
各
基
本
用
語
の
特
徴
づ
け
を

行
う
。
同
用
語
集
を
用
い
て
、
各
基
本
用
語
の
説
明
文
に
現
れ
る
関
連
特
徴
語
に
は
1
を
、
現
れ
な
い
関
連
特
徴
語
に
は
0
を
、
否

定
的
な
意
味
で
現
れ
る
関
連
特
徴
語
に
は
‐1
を
設
定
す
る
。
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、

I
R

分
野
に
お
け
る
基
本
用
語
と
関
連
特

徴
語
の
関
係
を
示
す
基
本
デ
ー
タ
行
列
が
生
成
さ
れ
る
。

（

a
‐
2
）
一
般
語
辞
書
に
よ
る
デ
ー
タ
行
列
と
の
合
成

行
列

と
行
列

を
合
成
す
る
た
め
、
部
分

と
部
分

を
生
成
す
る
。

・
専
門
語
に
よ
る
一
般
基
本
語
の
関
連
づ
け

部
分

を
生
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、

個
の
一
般
基
本
語
（w

G‐1,
w

G‐2,…
,

w
G‐

）
に
つ
い
て
、

個
の

I
R

分
野
の
関
連
特

徴
語
（f
r‐1,

f
r‐2,…

,
f
r‐

）
で
特
徴
づ
け
る
。

・
一
般
基
本
語
に
よ
る
専
門
語
の
定
義
づ
け

部
分

を
生
成
す
る
。
す
な
わ
ち
、

個
の

I
R

基
本
用
語
（w

T‐1,
w

T‐2,…
,

w
T‐

）
に
つ
い
て
、
一
般
の
定
義
特
徴
語
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（f
d‐1,

f
d‐2,…

,
f
d‐

）
で
特
徴
づ
け
る
。

・
そ
の
他
の
語
の
追
加

行
列

と
行
列

の
い
ず
れ
に
も
存
在
し
な
い
が
検
索
対
象
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
に
頻
出
す
る
語
を
、
基
本
デ
ー
タ
と

し
て
縦
の
列
に
追
加
し
、

I
R

の
関
連
特
徴
語
と
一
般
語
の
定
義
特
徴
語
で
特
徴
づ
け
る
。

以
上
の
生
成
・
合
成
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、
統
合
行
列

が
生
成
さ
れ
る
。

（

b
）
実
現
方
式

本
方
式
に
よ
る
実
現
例
と
し
て
、
汎
用
さ
れ
て
い
る

I
R

用
語
集
の

Dictio
n
ary

of
Intern

atio
n
al

R
elatio

ns

［
38
］
を

用
い
、
（

a
‐
1
）
（

a
‐
2
）
で
示
し
た
方
法
で
行
列
を
生
成
し
た
。
こ
の
用
語
集
で
は
、
七
一
六
の
専
門
用
語
（
項
目
）
に
つ
い

て
、
そ
の
定
義
、
出
典
、
歴
史
お
よ
び
他
の
用
語
（
項
目
）
と
の
関
連
性
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
七
一
六
の
各
項
目
の
説

明
文
か
ら
関
連
項
目
の
み
を
関
連
特
徴
語f

r

と
し
て
抽
出
し
、

I
R

基
本
デ
ー
タ
行
列

と
し
た
。
例
え
ば
、ar

m
s
co

n‑
trol

（
軍
備
管
理
）

と
い
う
項
目
に
つ
い
て
は
、ca

p
a
bility

actor
crisis

m
a
n
a
g
e
m
e
nt

d
eterre

n
ce

disar‑
m
a
m
e
nt

C
old

W
ar

su
p
erp

o
w
er

n
o
n‐

proliferatio
n

A
B
C
w
ea
p
o
ns

sec
urity

re
gi
m
e

な
ど
の
関
連

特
徴
語
に
1
と
い
う
値
が
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
基
本
行
列

は
、IR‐

Dic.

内
の
項
目
間
の
関
連
性
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
基

本
デ
ー
タ
数712

、
特
徴
語
数712

の712
×
712

行
列
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
行
列
の
ベ
ク
ト
ル
を
基
に
生
成
し
た
意
味
的
連

想
検
索
空
間
（

I
R空
間
）
は
、
次
元
数710

と
な
っ
た
。
ま
た
、
生
成
し
た
行
列

に
、
一
般
語
辞
書
を
用
い
て
構
築
さ
れ

た
既
存
の
行
列

を
合
成
し
た
。

は
、
英
英
辞
書
で
あ
る

L
o
n
g
m
a
n
Dictio

n
ary

of
C
o
nte

m
p
orary

E
n
g‑

lish

［
39
］
を
用
い
て
生
成
し
た
。L

o
n
g
m
a
n‐

Dic.

は
約
五
六
、
〇
〇
〇
語
の
一
般
語
に
つ
い
て
約
二
、
〇
〇
〇
語
の
基
本
単

語
で
説
明
し
た
辞
書
で
あ
る
。

は
こ
の
約
、
二
〇
〇
〇
語
の
基
本
単
語
を
他
の
基
本
単
語
で
定
義
づ
け
て
生
成
さ
れ
た
約

2000

×
約2000

の
行
列
で
あ
り
、
各
行
は
一
般
語
の
定
義
特
徴
語f

d

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
一
般
基
本
単
語
の
ベ
ク
ト
ル
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を
表
し
て
い
る
。

統
合
空
間
生
成
の
際
は
、
専
門
語
に
よ
る
一
般
語
の
関
連
づ
け
と
し
て
部
分

を
生
成
し
た
。
例
え
ば
、
一
般
語
の
基
本
語

ar
m
s

は
、ar

m
s
co

ntrol

ar
m
s
race

ar
m
s
sales

と
い
っ
た

I
R

関
連
特
徴
語
で
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
一
般
語
に
よ
る
専
門
語
の
定
義
づ
け
と
し
て
部
分

を
生
成
し
た
。

例
と
し
て
、

I
R

の
基
本
用
語

ar
m
s
co

ntrol

は
、ar

m
s

co
ntrol

re‑
d
u
ce

re
m
o
v
e

w
ea
p
o
n

threat
force

な
ど
の
定
義
特
徴
語
で
特
徴

づ
け
ら
れ
る
。
特
徴
づ
け
は
、IR‐

Dic.

の
説
明
文
中
か
ら
用
語
の
定
義
の
部
分
に
つ

い
て
動
詞
と
名
詞
を
抽
出
し
た
。
定
義
特
徴
語
に
な
い
単
語
が
あ
る
場
合
はL

o
n
g‑

m
a
n‐

Dic.

で
調
べ
、
動
詞
と
名
詞
を
抽
出
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
基
本
語
の
追

加
を
行
い
、
行
列

と
行
列

の
い
ず
れ
に
も
存
在
し
な
い
が
検
索
対
象

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
に
頻
出
す
る
語
、
た
と
え
ば

d
e
m
ocrac

y
eco

n
o
m
y

p
olic

y

と
い
っ
た
重
要
単
語
を
基
本
デ
ー
タ
に
追
加
し
、
一
般
辞
書
お
よ
び

I
R

用
語
集
を
用
い
て
定
義
特
徴
語
と
関
連
特
徴
語
で
特
徴
づ
け
た
。

以
上
の
作
業
の
結
果
、
基
本
デ
ー
タ
数
約2000

＋
712

、
特
徴
語
数2861

の
行
列

が
生
成
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
行
列
を
基
に
生
成
さ
れ
た
意
味
的
連
想
検
索
空
間
（
統

合
空
間
）
の
次
元
数
は2846
と
な
っ
て
い
る
。
本
空
間
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
利

用
者
は
専
門
語
と
一
般
語
の
組
み
合
わ
せ
を
用
い
て
専
門
語
を
直
接
含
ま
な
い
専
門
的

な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

12

n

q
1

q
2

qv

data

data

x

y t

data3
(4D )

A
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2

m

e
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e
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図４ 意味的・時空間的分析・情報可視化機能の基本アイデア
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（
二
）

意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
・
情
報
可
視
化
機
能

言
語
分
析
に
お
い
て

共
時
態

通
時
態

と
い
う
概
念
が
あ
る
よ
う
に
［
46
］
、
政
策
科
学
、
と
り
わ
け
国
際
関
係
に
関
す
る

政
策
科
学
に
お
い
て
も
事
象
や
表
象
に
つ
い
て
の
共
時
的
分
析
と
通
時
的
分
析
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
こ
で
の
共
時
的
分

析
と
は
、
出
来
事
の
固
ま
り
を
特
定
の
時
間
軸
で
切
り
取
り
、
同
時
刻
・
同
時
代
に
お
け
る
特
定
の
出
来
事
の
空
間
的
な
広
が
り
・

分
布
に
つ
い
て
分
析
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
同
時
刻
・
同
時
代
に
起
き
た
別
の
出
来
事
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
通
時
的

分
析
と
は
、
特
定
の
空
間
・
場
所
を
固
定
し
て
、
そ
の
範
囲
に
お
け
る
特
定
の
出
来
事
の
時
間
的
な
変
化
を
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
視
点
は
、
政
策
科
学
の
提
唱
者

H
・
ラ
ズ
ウ
ェ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
政
策
分
析
に
は
時
間
的
分
析
と
空
間
的
分
析
が

不
可
欠
と
い
う
前
提
に
立
つ
も
の
で
あ
る
［
1
］
。

一
方
、
デ
ー
タ
工
学
の
分
野
に
お
い
て
は
、
マ
ル
チ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
ス
キ
ー
マ
［
45
］
［
51
］
［
52
］
［
33
］
、
空
間
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
シ
ス
テ
ム
［
50
］
、
メ
タ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
［
32
］
［
55
］
、
時
空
間
マ
ル
チ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
［
54
］
［
56
］
の
研

究
に
お
い
て
、
異
種
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
間
の
相
互
運
用
性
（intero

p
era

bility

）
と
動
的
統
合
（dy

n
a
m
ic

inte
g
ratio

n

）
の
方
式
に

つ
い
て
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
機
能
群
は
、
こ
れ
ら
時
空
間
マ
ル
チ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
構
築
技
術
と
先
述
の
国
際
関
係
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た

意
味
的
連
想
検
索
空
間
と
を
統
合
し
、
対
象
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
間
の
意
味
的
関
連
性
の
時
間
的
遷
移
に
つ
い
て
地
理
情
報
を
伴
っ
て
可

視
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
機
能
は
、
歴
史
や
国
際
関
係
な
ど
の
事
象
・
現
象
に
お
け
る

ス
ト
ー
リ
ー

は
、
意
味
的
・
時
間

的
・
空
間
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
組
み
合
わ
せ
に
応
じ
て
ほ
ぼ
無
限
に
存
在
す
る
、
と
い
う
認
識
論
に
立
っ
て
設
計
さ
れ
て
い
る
（
図

4
）。本

機
能
群
は
、
意
味
、
パ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
（
ブ
ー
ル
演
算
）、
空
間
、
時
間
の
各
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
関
数
に
よ
っ
て
ユ
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ー
ザ
の
発
行
し
た
検
索
ク
エ
リ
と
ベ
ク
ト
ル
化
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
と
の
相
関
量
計
量
を
動
的
に
行
い
、
ユ
ー
ザ
の
発
行
し
た
検

索
条
件
に
応
じ
て
結
果
を
絞
り
込
み
（projectio

n

）、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
集
合
を
ラ
ン
キ
ン
グ
に
応
じ
て
地

図
上
に
表
示
す
る
機
能
群
で
あ
る
。

対
象
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
集
合
を

=
{

1,
2,

,
}

、
意
味
空
間
を,

ユ
ー
ザ
の
指
定
し
た
検
索
ク
エ
リ
を

,

相
関
量
の
閾

値
を,

と
す
る
と
、
意
味
的
連
想
検
索
関
数

は
以
下
の
式
で
表
さ
れ
る
。

(
,

,
,

)
→
{

,
,>

}

あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

の
ク
エ
リ

に
対
す
る
空
間

に
お
け
る
相
関
量
が
閾
値

よ
り
も
大
き
い
場
合
、

は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。
ク
エ
リ

が
与
え
ら
れ
な
い
場
合
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
集
合

の
す
べ
て
が
表
示
さ
れ

る
。

対
象
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
集
合

内
に
含
ま
れ
る
単
語
を{

1,
2,

,
}

、
ユ
ー
ザ
指
定
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
を

と
表
す
と
、

ブ
ー
ル
演
算
関
数

は
以
下
の
式
で
表
さ
れ
る
。

(
,

)
→
{

｜
=

}

ユ
ー
ザ
の
指
定
し
た
あ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が

あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

に
含
ま
れ
て
い
た
場
合
、
そ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。

緯
度
経
度
に
変
換
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
内
の
地
理
情
報
と
ユ
ー
ザ
の
発
行
し
た
検
索
条
件
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
。
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

内
に
お
け
る
地
理
情
報
を{

1
,

2
,

,
}

と
し
、
ユ
ー
ザ
の
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指
定
し
た
地
理
的
検
索
条
件
を

と
す
る
と
、
空
間
評
価
関
数

は
以
下
の
式
で
表
さ
れ
る
。

(
,

)
→
{

｜
⊆

}
地
理
的
検
索
条
件

が
指
定
さ
れ
な
い
場
合
、
全
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。

数
値
デ
ー
タ
に
変
換
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
内
の
日
付
情
報
と
ユ
ー
ザ
の
発
行
し
た
検
索
条
件
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
。
あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

内
に
お
け
る
時
間
情
報
を{

1
,

2
,

,
}

と
し
、
ユ
ー
ザ

の
指
定
し
た
時
間
的
検
索
条
件
を

と
す
る
と
、
時
間
的
評
価
関
数

は
以
下
の
式
で
表
さ
れ
る
。

(
,

)
→
{

｜
⊆

}

時
間
的
検
索
条
件

が
指
定
さ
れ
な
い
場
合
、
全
て
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。

意
味
的
連
想
検
索
関
数
、
ブ
ー
ル
演
算
関
数
、
空
間
的
評
価
関
数
、
時
間
的
評
価
関
数
の
全
て
の
結
果
に
つ
い
て
、

A
N
D/

O
R

の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
う
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
評
価
関
数

は
次
の
式
で
表
さ
れ
る
。

(
,

,
,

)
→
{

'
=

(
,

,
,

)}

=
(
∪
,
∩
)

各
関
数

,
,

,

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
得
ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト,

,
,

に
つ
い
て
、

A
N
D/

O
R

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
結
果
得
ら
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
集
合D'

が
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
し
て
表
示
さ
れ
る
。
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図
５
 ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
索
結
果
（
ロ
イ
タ
ー
国
際
ニ
ュ
ー
ス
記
事
29件

、
網
掛
け
は
正
解
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）
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五

実
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
た
適
用
実
験

（
一
）

実
験
1
‥
国
際
関
係
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
対
象
と
し
た
意
味
の
ベ
ク
ト
ル
空
間
の
精
度
検
証

四
章
一
節
の
方
式
に
よ
り
生
成
し
た
意
味
の
ベ
ク
ト
ル
空
間
の
精
度
お
よ
び
有
効
性
を
検
証
す
る
た
め
、
複
数
の
ト
ピ
ッ
ク
を
扱

っ
た
ロ
イ
タ
ー
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
記
事
二
九
件
［
57
］
を
用
い
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
索
の
予
備
実
験
を
行
っ
た
。
各
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

に
は
結
果
を
見
や
す
く
す
る
た
め
、doc1,

d
oc2,

と
い
っ
た
番
号
で
は
な
く
、
記
事
タ
イ
ト
ル
よ
り

N
orth

K
orea

m
is‑

sile,
tra

d
e
b
arrier

p
o
v
erty

な
ど
の
文
字
に
よ
る

I
D

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、
空
間
生

成
に
用
い
た
辞
書
単
語
リ
ス
ト
と
の
パ
タ
ー
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
自
動
抽
出
さ
れ
た
単
語
が
、
単
語
の
出
現
頻
度
に
基
づ
く
重
要

度
（T

F*
I
D
F:

T
er

m
F
re
q
u
e
n
c
y*
In

v
erse

d
D
oc
u
m
e
nt

F
re
q
u
e
n
c
y

）
に
応
じ
て
重
み
つ
き
メ
タ
デ
ー
タ
と
し
て
付
与
さ

れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

N
orth

K
orea

m
issile

に
は

test,
m
issile,

n
orth,

talk,
e
n
gin

e,
so
uth,

official

と
い
っ
た
メ
タ
デ
ー
タ
が
、tra

d
e

b
arrier

p
o
v
erty

に
は

co
u
ntry,

p
o
or,

d
e
v
elo

p,
tra

d
e,

c
ut,

in‑
d
ustrial,

tariff,

と
い
っ
た
メ
タ
デ
ー
タ
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
図
5
は
、
検
索
ク
エ
リ
と
し
て

E
U

経
済

E
U

、

経
済

を
入
力
し
た
場
合
と
、

核
兵
器

テ
ロ

核
兵
器
、
テ
ロ

を
入
力
し
た
場
合
の
結
果
を
示
し
て
い
る
。
専
門
家
に
よ

り
予
め
正
解
と
し
て
設
定
さ
れ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の

I
D

に
網
掛
け
処
理
を
し
て
あ
る
。

図
5
に
示
す
よ
う
に
、

I
R

用
語
で
あ
る

E
U

、
一
般
語

経
済

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
エ
リ
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
（
正
解
）
が
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

E
U

、
経
済

の
専
門
語
＋
一
般
語
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る

ク
エ
リ
に
つ
い
て
は
、
両
者
の
結
果
が
混
在
し
た
検
索
結
果
を
得
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
異
な
る
文
脈
キ
ー
ワ
ー
ド

核

兵
器

テ
ロ

核
兵
器
、
テ
ロ

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
専
門
語
、
一
般
語
、
専
門
語
＋
一
般
語
の
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
妥
当
な

検
索
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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 　　　　　図６ ドキュメントのクラスタリング結果
（ロイター国際ニュース記事29件、階層的クラスタリングによる）
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ま
た
、
図
6
は
、
図
5
の
検
索
結
果
に
つ
い
て
、
動
的
ク
ラ
ス
タ
リ
ン
グ
と
意
味
的
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
手
法
［
58
］
を
用
い
て

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
間
の
関
係
を
分
析
・
可
視
化
し
た
ダ
イ
ア
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
左
の

E
U

、
経
済

を
ク
エ
リ
と
し
た
場
合
の
ク
ラ

ス
タ
リ
ン
グ
結
果
で
は
、
経
済
関
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
高
い
相
関
量
を
持
っ
て
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
て
い
る
の
に
対
し
、
右
の

核
兵
器
、
テ
ロ

を
ク
エ
リ
と
し
た
場
合
で
は
、
安
全
保
障
関
連
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
相
関
の
強
い
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形
成
し
て
お

り
、
逆
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
エ
リ
に
対
し
て
各
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
ク
ラ
ス
タ
ー
の
位
置
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
も
見
て
と
れ
る
。

な
お
、
ベ
ク
ト
ル
空
間
の
精
度
に
つ
い
て
定
量
的
に
検
証
す
る
た
め
、
空
間
を
構
成
す
る
全
単
語
二
八
六
一
件
を
ク
エ
リ
と
し
た

単
語
間
相
関
量
計
量
を
行
っ
た
結
果
、
上
位
二
〇
件
に
お
け
る
適
合
率
（precisio

n

）
は
八
五
・
六
九
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

B
B

C
の
国
際
ニ
ュ
ー
ス
記
事
一
〇
〇
件
［
59
］
を
対
象
と
し
て
、
空
間
を
構
成
す
る
全
単
語
二
八
六
一
中
、
政
治
・
経
済
・
外
交
・
安

全
保
障
・
公
共
衛
生
・
人
権
・
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
科
学
技
術
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
選
択
し
た
ク
エ
リ
八
六
件
に

つ
い
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
索
を
行
っ
た
結
果
、
上
位
一
〇
件
に
お
け
る
適
合
率
は
七
二
・
二
二
％
で
あ
っ
た
。

（
二
）

実
験
2
‥
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
・
情
報
可
視
化
機
能
の
検
証

四
章
二
節
の
方
式
に
よ
り
生
成
し
た
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
・
情
報
可
視
化
機
能
の
実
現
可
能
性
お
よ
び
有
効
性
を
検
証
す
る

た
め
、
時
系
列
を
伴
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
（
日
付
つ
き
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
）
を
対
象
に
、
予
備
実
験
を
行
っ
た
。
対
象
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
を
二
〇
〇
二
年
‐
二
〇
〇
四
年
の
イ
ラ
ク
関
連
米
国
大
統
領
演
説
一
一
四
件
［
60
］
と
し
、
検
索
ク
エ
リ
を

大
量
破
壊
兵

器
、
脅
威

民
主
主
義
、
自
由

と
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
索
ク
エ
リ
に
対
し
て
相
関
量
の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
ど
の
時
期

に
集
中
し
て
い
る
か
を
比
較
す
る
。

図
7
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
エ
リ
に
対
し
て
の
各
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
相
関
量
（
縦
軸
‥
相
関
量
、
横
軸
‥
時
系
列
）、
各
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
の
並
び
を
時
系
列
デ
ー
タ
と
み
な
し
た
場
合
の
線
形
近
似
（
太
線
）、
お
よ
び
、
三
区
間
移
動
平
均
（
細
線
）
を
表
し
て
い
る
。
各

ク
エ
リ
に
対
す
る
各
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
相
関
量
は
部
分
空
間
が
異
な
る
た
め
範
囲
も
異
な
る
（
上
図
の
ク
エ
リ
の
場
合
は
、
相
関
量
の
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 図７ 時系列を伴ったドキュメントデータを対象とした相関量計量結果
　　　（2002年‐2004年のイラク関連米国大統領演説114件）
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  図
８
 単
語
出
現
頻
度
計
測
結
果

（
2
0
0
2
年
-2
0
0
4
年
の
イ
ラ
ク
関
連
米
国
大
統
領
演
説
1
1
4
件
）
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Context 
= “free trade”

Context 
= “human rights”

Context
= “natural resources”

Context 
= “free trade”

Context 
= “human rights”

Context
= “natural resources”

図９ 意味的相関の高いドキュメントの空間的分布可視化結果
（1993 年‐2002 年の米国大統領と各国首脳会談におけるプレス・
ブリーフィング記事 40件、検索クエリ：「自由貿易」「人権」「天然
資源」、表示時期：2001 年）
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最
大
値
～
最
小
値
は
約
〇
・
八
三
～
約
〇
・
一
三
、
下
図
の
ク
エ
リ
の
場
合
は
、
約
〇
・
二
～
〇
・
〇
四
）。
比
較
の
た
め
に
最
も
大
き
い

値
で
正
規
化
を
行
い
、
グ
ラ
フ
を
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
近
似
線
の
交
差
点
が
二
〇
〇
三
年
三
月
付
近
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
結
果
を
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
す
る
た
め
、

大
量
破
壊
兵
器
（

W
M
D）

と

民
主
主
義

の
単
語
出
現
頻
度
（
単
純
出
現
回

数
を
各
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
全
単
語
数
で
割
っ
た
相
対
頻
度
）
を
調
べ
た
。
図
8
に
示
す
よ
う
に
、
米
国
に
よ
る
イ
ラ
ク
攻
撃
戦
闘
終
結

宣
言
の
時
期
を
境
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頻
度
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
（
二
〇
〇
四
年
三
月
の

民
主
主
義

の
値
は
ほ
ぼ
一
・

〇
に
近
い
た
め
、
外
れ
値
と
考
え
ら
れ
る
。）

デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
結
果
は
、
そ
れ
自
体
で
特
定
の
意
味
を
表
す
も
の
で
は
な
い
。
利
用
者
（
分
析
者
）
は
単
に
総
当
た
り
的

に
得
ら
れ
た
結
果
を
眺
め
る
の
で
は
な
く
、
作
業
仮
説
を
立
て
、
大
凡
の
見
当
を
つ
け
た
上
で
結
果
を
解
釈
す
る
必
要
が
あ
る
。
例

え
ば
図
7
の
例
で
は

ブ
ッ
シ
ュ
は
イ
ラ
ク
戦
争
前
ま
で
戦
争
の
大
義
と
し
て

大
量
破
壊
兵
器

と
い
う
言
葉
を
多
用
し
て
い
た

が
、
戦
闘
終
結
後
は
そ
れ
に
代
わ
り

民
主
主
義

を
多
用
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
時
期
の
米
国
の
対
外
戦
略

（
対
テ
ロ
戦
争
）
に
お
け
る
ロ
ジ
ッ
ク
の
転
換
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
作
業
仮
説
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

作
業
仮
説
を
裏
付
け
る
た
め
に
は
当
然
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
の
結
果
の
み
な
ら
ず
、
図
8
に
示
す
よ
う
な
大
統
領
支
持
率
、
米
軍
死

者
数
、

有
志
連
合

死
者
数
、
経
済
指
標
の
時
系
列
推
移
な
ど
外
部
デ
ー
タ
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
意
味
的
・
時
空
間
的
分
析
結
果
の
地
図
上
へ
の
写
像
・
可
視
化
機
能
を
検
証
す
る
た
め
、
日
付
情
報
（
発
表
日
）
と
地
理

情
報
（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
内
で
言
及
さ
れ
て
い
る
地
域
・
国
）
を
持
つ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
を
対
象
に
写
像
実
験
を
行
っ
た
。
一
九
九

三
年
‐
二
〇
〇
二
年
の
米
国
大
統
領
と
各
国
首
脳
会
談
に
お
け
る
プ
レ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
記
事
四
〇
件
［
60
］
を
対
象
に
、
検

索
ク
エ
リ
を

自
由
貿
易

人
権

天
然
資
源

、
表
示
時
期
を
二
〇
〇
一
年
と
設
定
し
、
意
味
的
相
関
の
高
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

の
空
間
的
分
布
の
違
い
を
比
較
し
た
。

図
9
は
、
異
な
る
検
索
ク
エ
リ
に
対
し
て
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
索
を
行
い
、
相
関
量
の
高
い
順
に
地
図
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
結
果
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1995 1996

1997 1998

1999 2000

2001 2002

図 10　意味的相関の高いドキュメントの空間的分布可視化結果
(1993 年‐2002 年の米国大統領と各国首脳会談におけるプレス・
ブリーフィング記事 40件、検索クエリ：「紛争」、表示時期：1995 年‐
2002 年）
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で
あ
る
。
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
索
結
果
の
相
関
量
順
ラ
ン
キ
ン
グ
が
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
画
面
の
右
下
に
表
示
さ
れ
、
各
ラ
ン
キ
ン

グ
の
順
位
が
数
字
つ
き
マ
ー
カ
ー
と
し
て
ス
ク
リ
ー
ン
地
図
上
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。

自
由
貿
易

に
つ
い
て
は
二
〇
〇
一
年
に

発
行
さ
れ
たd

oc32

（
ラ
ン
キ
ン
グ
三
位
）、doc29

（
四
位
）doc31

（
一
五
位
）
が
言
及
さ
れ
た
地
域
・
都
市
に
応
じ
て
地
図
上
に

表
示
さ
れ
、

人
権

に
つ
い
て
はd

oc34

（
一
六
位
）
が
、

天
然
資
源

に
つ
い
て
はd

oc20

（
二
〇
位
）
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
は
、
本
機
能
の
意
味
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
（
動
的
計
量
）
を
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。

さ
ら
に
、
図
9
の
実
験
で
用
い
た
も
の
と
同
じ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
群
を
対
象
に
、
意
味
的
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
検
索
結
果
の
空
間
的
分
布

を
時
系
列
で
表
示
し
た
結
果
を
図
10
に
示
す
。
検
索
ク
エ
リ
は

紛
争

と
し
、
表
示
時
期
を

一
九
九
三
年
‐
二
〇
〇
二
年

と

設
定
し
た
例
で
あ
る
。
地
図
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
地
域
は
必
ず
し
も
紛
争
発
生
地
域
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な

く
と
も

紛
争
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
関
連
の
強
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
内
で
、
言
及
さ
れ
て
い
る
地
域
の
分
布
と
そ
の
時
系
列
変

化

を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
九
五
年
に
は
イ
ス
ラ
エ
ル
‐
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
、
一
九
九
六
年
に
は
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
、
一

九
九
九
年
に
は
第
二
次
チ
ェ
チ
ェ
ン
紛
争
、
二
〇
〇
一
年
に
は
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
と
米
国
に
よ
る
ア
フ
ガ
ン
攻
撃
が
勃
発
し

た
時
期
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
こ
の
結
果
の
妥
当
性
が
確
認
で
き
る
。

図
9
に
示
し
た
実
験
結
果
は
、
意
味
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
固
定
し
、
関
連
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
地
理
的
・
空
間
的
な
広
が
り
と

時
系
列
変
化
を
示
し
た
結
果
で
あ
り
、
図
10
に
示
し
た
実
験
結
果
は
、
時
間
軸
を
固
定
し
、
意
味
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
変
化
さ
せ
る

こ
と
に
よ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
地
理
的
・
空
間
的
分
布
の
動
的
な
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
は
、
本
機

能
が
多
面
的
な
内
容
を
含
む
国
際
関
係
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
を
対
象
と
し
て
、
利
用
者
の
興
味
・
関
心
・
視
点
と
時
空
間
情
報
の

組
み
合
わ
せ
に
応
じ
て
、
動
的
に
、
多
種
多
様
な

ス
ト
ー
リ
ー

を
生
成
可
能
と
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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六

ま
と
め

本
稿
で
は
、
言
葉
の
集
合
か
ら

雲

の
広
が
り
と
動
き
を
描
く
た
め
の
一
方
法
論
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
。
雲
と
は
、
国

際
政
治
や
政
策
科
学
が
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
認
知
・
認
識
や
行
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
社
会
的
価
値
・
社
会
構

造
・
制
度
・
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
。
人
間
は
言
葉
の
意
味
や
内
容
を
考
え
、
そ
の
理
解
に
応
じ
て
行
動
を
起
こ
す
。
し
た
が
っ
て
、

政
策
科
学
の
対
象
と
す
る
問
題
領
域
は
、
言
葉
で
表
さ
れ
る
思
想
・
主
義
・
方
針
・
意
図
・
計
画
が
ど
の
よ
う
な
時
間
的
変
化
を
し

て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
な
空
間
的
な
広
が
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
人
の
認
知
や
認
識
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
、

と
い
っ
た
点
に
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。
本
稿
で
述
べ
た
方
法
論
は
、
膨
大
か
つ
多
種
多
様
な
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
デ
ー
タ
の
中
か
ら
何
ら

か
の
パ
タ
ー
ン
や
知
識
を
抽
出
し
、
空
間
的
な
分
布
と
時
系
列
的
遷
移
に
関
す
る
分
析
を
行
い
、

境
界
の
は
っ
き
り
し
な
い

ぼ

ん
や
り
と
し
た

刻
々
と
そ
の
姿
を
変
え
る

雲
に
つ
い
て
そ
の

お
お
ま
か
な

流
れ
と
概
観
を
描
き
、
起
源
と
行
方
に
つ
い

て
の
推
測
・
予
測
を
可
能
と
す
る
た
め
の
試
み
の
一
つ
で
あ
る
。
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